
健康ニ ュース

健
康
百
科

　

ウ
イ
ル
ス
よ
り
起
こ
る
感
染
症

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
、
ウ
イ
ル

ス
性
肝
炎
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃
腸

炎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す

が
、
特
に
お
年
寄
り
は
肺
炎
な
ど

を
合
併
し
て
重
症
化
す
る
危
険
が

多
い
の
で
、流
行
が
始
ま
る
前
に
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感

染
の
予
防
の
た
め
に
は
、
感
染
者

の
せ
き
や
く
し
ゃ
み
に
よ
っ
て
飛

沫（
ひ
ま
つ
）を
吸
い
込
ま
な
い
よ

う
に「
マ
ス
ク
の
着
用
」「
う
が
い
」

「
手
洗
い
」が
有
効
で
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
冬
に
多
く
、

強
い
吐
き
気
、
嘔
吐（
お
う
と
）、

下
痢
、
腹
痛
な
ど
を
起
こ
す
感
染

症
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
を
や
っ
つ
け

る
に
は
加
熱
が
最
も
有
効
な
の

で
、
冬
の
食
事
は
必
ず
加
熱
を
す

る
こ
と
で
す
。
カ
キ
の
生
食
は
避

け
た
方
が
無
難
で
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
で
特
に
注
意

が
必
要
な
の
は
、
Ｂ
型
肝
炎
と
Ｃ

型
肝
炎
で
す
。
Ｂ
型
肝
炎
の
主
な

感
染
経
路
は
性
交
渉
や
母
子
感
染

な
ど
で
す
。
無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア

（
症
状
が
な
く
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ

て
い
る
人
）の
場
合
、
将
来
、
慢

性
肝
炎
や
肝
硬
変
、
肝
が
ん
が
起

こ
る
可
能
性
が
あ
り
、
定
期
的
な

検
査
が
必
要
で
早
期
診
断
が
大
切

で
す
。
Ｃ
型
肝
炎
は
、
以
前
は
輸

血
に
よ
る
感
染
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
現
在
は
検
査
体
制
が
整
備

さ
れ
、
新
た
な
感
染
は
減
っ
て
い

ま
す
。

　

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃
腸
炎
は
、
乳

幼
児
に
激
し
い
下
痢
や
嘔
吐
を
起

こ
す
病
気
で
、
特
に
白
色
の
下
痢

便
が
続
く
の
が
特
徴
で
す
。
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
は
、
低
い
温
度
や
湿
度

を
好
む
た
め
、
日
本
で
は
毎
年
冬

季
に
発
症
し
、
特
に
２
、３
月
に

流
行
が
見
ら
れ
ま
す
。
脱
水
を
予

防
す
る
た
め
に
、
水
分
は
小
ま
め

に
少
し
ず
つ
、
母
乳
や
ミ
ル
ク
は

そ
の
ま
ま
与
え
、
ま
た
電
解
質
を

補
う
こ
と
も
必
要
で
す
。
こ
の
病

気
の
予
防
に
は
、
経
口
型
の
ワ
ク

チ
ン
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
（
感
染
症
）
か
ら
身
を
守
る
に
は
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